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　困ったり悩んだりしていませんか？労働・労災・土地・税金・健康・教育・融資・生活全般に
ついて各部門の専門家にお取次ぎいたします。完全予約制で最初の30分間が無料となって
おります。お気軽にご相談ください。

くらしの相談センター
『なんでも相談ダイヤル』のお知らせ

弁護士
法律全般の相談

司法書士
相続登記等の不動産登録
会社登記・成人後見の相談

税理士
税金全般の相談

●JA高知女性組織協議会
●NTT西日本高知支店
●こうち生活協同組合
●キューピー株式会社
●ニッポン高度紙工業株式会社
●ミセスオブザイヤー
●旭食品株式会社

●株式会社四国銀行
●高知地方検察庁
●真言宗智山派高知教区
●四電ビジネス株式会社高知支店
●土佐山田ショッピングセンター
●有限会社宮地民芸
●県民のみなさま

つなげよう食支援の『わ』

ご寄付いただいた団体・企業等

こころあたたまる食材等のご寄付に感謝申し上げます。
皆さまのご寄付により高知県で食支援の輪が広がっています！

（2023年7月～10月末現在）

　　くらしの相談センター（30分無料）
受付日時 月曜～金曜 9時～17時（祝日除く）
フリーダイヤル：0120-629-154



こうち食支援ネット第2回交流イベントこうち食支援ネット第2回交流イベント

「第8期労働者福祉運動の理念・歴史・リーダー養成講座」報告
西部労福協

　2023年10月5日（木）高知県立ふくし交流プラザにおいて、「高知でどう食
支援の輪を広げるか」をテーマとして、こうち食支援ネットの第2回交流イベント
が開催されました。イベントには子ども食堂などの支援団体、企業からは昨年
に引き続き、サニーマート、サンプラザ、JA高知中央会、こうち生協、ヤマト運
輸、今年新たに参加したNTT、高知銀行、近森病院等企業と高知県、高知市の行政も加わり55名が参加しました。
　折田晃一理事長の挨拶の後、「食支援の輪を広げるための課題」について、支援団体2団体と支援をいただいている
2つの企業それぞれ4団体から、課題提起が発表されました。続いて、課題提起を受けてグループトークに移りました。
ファシリテーターの間章運営委員からグループトークの流れを説明し、「高知でどう食支援の輪を広げるか」に基づき、5
つの課題をどのように解決していくかをグループ毎に各々意見を出し合い、それぞれの課題に対して知恵を出し、解決に
向けた討論により交流を深めました。
　最後に各グループから、話し合われた課題解決策等の発表が行われ食を通じた支援を広げていくことで盛り上がりまし
た。また、今回も各団体との交流も深まり、今後の食支援の『わ』を広げていくことに繋がるイベントとなりました。

とさでん交通労働組合　中平 真也　
　今回、このような貴重な経験をさせて頂き感謝申し
上げます。
　労働者福祉運動の原点である短編動画「ザリガニ」
から“連帯・協働・絆”の意味を知りました。子供たちの
ザリガニ取りの配分方法に助け合いの原点があり、人
は能力に応じて働き、必要に応じて配分する社会を
作っています。このような行動は自然界でも“チスイコ
ウモリ”が行っており、食事が出来ないコウモリは、60
時間で餓死してしまいます。そのような時には、満腹の
コウモリが食事を分け与えてくれます。この自然の”助
け合い“は「互恵的利他行動」といいます。ともに助け
合い生きていく本能が生命にはあります。人の社会で
は、自然と少し違いがありますが「ザリガニ」は”利他
的行動“であり、自分の損失を顧みずに他人に対し利益
を図るような行動の事を示します。
　労働者福祉運動の「礎」は”助け合い“であり原点だ
と感じました。地方の少子高齢化、人口減少、労働人
口の減少、感染症の影響、物価高など大きく変革する
社会の中でも変わらない労働者福祉運動の不変のも
のは、この先の運動の中でも繋げていかなくてはなり
ません。他方で状況に応じ臨機応変に対応していかな
ければならないこともあります。だからこそ、わたした
ちやこれまでの間、労働者福祉運動に携わったものが
共に先頭に立ち、これからも運動の発展に寄与しなけ
ればならないと思いました。

四国労働金庫　猪本 大輔　
　今回の講義に参加して、今まで勉強する機会の少なかった労福協の
成り立ちや歴史、理念に触れることができ労働者福祉運動の重要性を
学びました。
　私自身も労働金庫の組合員としてこれからより仲間を広げていく活
動に積極的に参加して行きたいと思いました。また、各県から構成さ
れたグループワークでは若い世代にどのように労働者福祉運動を伝え
ていけばよいかの意見交換ができたり、各団体の生の声を聴くことが
できました。私自身も今後、職場で連帯、協働、繋がることの大切さ
を同世代にも伝えていきたいです。

こくみん共済coop高知推進本部　西村　肇　
　講座を開設いただいた西部労福協の皆さま、送り出していただいた
高知の皆さまありがとうございました。
　理念や歴史、そして2030ビジョンを学ぶ時間をいただきました。
「協同」や「連帯」の難しさを感じながら、働く仲間の意識の高さと積
極性に、労働者福祉の明るい未来を期待できる時間となりました。
　決して、「もう若い世代に任せよう。」ということでありません。「この
人たちと未来を作っていきたい。」と思えました。
　男性の育児休暇取得促進など、労働環境は改善を続けています。福祉
も技術や制度など、過去より未来は良くなっていくと信じています。た
だ、どうなりたいか。どうしたいか。という希望が無ければ、良くなるの
基準があいまいになります。今回、皆さんと考えたことを機会に、今後
も、私なり「福祉とは」を考え続けます。今後ともよろしくお願いします。

第8期労働者福祉運動の
理念・歴史・リーダー養成講座に参加して

第8期労働者福祉運動の
理念・歴史・リーダー養成講座に参加して

労働者福祉運動の
理念・歴史・リーダー養成講座に参加して

つなげよう食支援の『わ』を開催！



　2023年4月から放送されたNHK連続テレビ小説（通称・朝ドラ）「らんまん」。植物学者の牧野富
太郎博士がモデルとなった主人公の槙野万太郎を神木隆之介さん、妻の寿恵子を浜辺美波さんが演
じ、植物学を通じてさまざまな人間模様が描かれて話題になりました。
　今年度は、牧野富太郎博士ゆかりの地であり、歴史とロマンの山にスポットをあてて、横倉山のミ
ニトレッキオグと沢山の植物が見られる牧野公園散策と自然の森博物館へ訪問しました。
　11月3日文化の日の当日は、晴天に恵まれ11月にもかかわらず25
度以上の夏日となり、汗ばむ陽気となりました。越知町の横倉山麓か
ら、山間の道路を上へ上へと進み、横倉山第3駐車場に到着。
　実行委員長代理の労福協井上事務局長から開会の挨拶の後、ミニト

レッキングコースの説明を受け、参加者31名とともにミニトレッキングに出発しました。コース
の要所である横倉宮を折り返し、途中に安徳天皇の供御水として用いられたと言われる安徳水
に立ち寄るなど、牧野富太郎博士に思いをはせながらの山道をトレッキングとなりました。
　昼食後、横倉山自然の森博物館で、横倉山はサンゴ礁と大陸の一部が、長い年月をかけて日
本へ移動し、隆起侵食を受けながら現在の横倉山の姿となった様子や、約4億年前の「コノドン
ト」と呼ばれる日本最古の化石や、クサリサンゴや三葉虫などの化石などを見学しました。ま
た、現在、収蔵する牧野博士に関する資料を展示した企画展も開催されでおり、横倉山と生涯
を通じて研究を続けられた博士の活動を紹介します。2024年3月3日まで開催されていますの
で足を運んでみてはいかがでしょうか。
　帰路は、新しく佐川に作られた道の駅に立ち寄り、すてきなお土産と楽しい思い出をリュック
に詰めて家路につきました。

　これから就職やアルバイトを考えている方
や、今の働き方を見直したい方などを対象に
おくべき労働法等の基礎知識を分かりやす
く解説する冊子となっております。
　また、「求人広告と時給が違う」「残業代
が払われない」など、アルバイトでよくあるト
ラブルなどの対処方法も掲載しております。
「働く人のためのハンドブック」をご希望の
方は高知県労福協までご連絡いただくか、も
しくはＦＡＸでお申込みください。

 心が折れそうなときはあなたの支えになってくれ
る人や好きなモノを思い浮かべてみてください。「努
力・根気・ヤル気」を少しわきに置いて頑張った自分
を思いっきり褒めて、ご褒美をあげてください。うま
くいかないときはその方法は違うよと教えてくれて
いるサインかもしれませんよ。いつも遠慮ばかりして
いるなら人に甘えてみたら以外と心地よくて身も
心もなんだか楽になってぽかぽかになりますよ。

朝ドラらんまん舞台の地 越知町
「横倉山ミニトレッキング」

団体名（氏名）

住 所

T E L

活 用 内 容

部 数

このハンドブックがあなたのチカラになりますように

働く人のためのハンドブック『編集後記』抜粋

こんなこと知っちゅうかえ？『働くときに知っちょきたいこと』

2023年度勤労者の森事業

働く人のためのハンドブックのご利用について

▶ＴＥＬ ０８８－８２４－３５８３
▶FAX ０８８－８75－4887



2023年度 確定申告無料相談会のお知らせ2023年度 確定申告無料相談会のお知らせ

　今年の研修会テーマは『防災』。地球温暖化、異常気象、地震の頻発、そして高知では
100年周期で起こる南海トラフ地震など災害への不安が高まっています。「もしも」に備
えるために、災害現場での心得や支援活動について一緒に学びませんか？

　今年度も四国労働金庫・高知県退職者連合・連合高知と協力し、税理士のご指導を得ながら「確定申告無
料相談会」を開催いたします。詳細につきましては、下記のとおりになりますが、完全予約制になりますの
で、ご予約をお願いいたします。

2023年度高知県労福協研修会のお知らせ

テーマ 「25災害の支援活動から伝える現場力」

1.開催日時
　須崎地区 2024年1月29日（月）午前10時～
 会場：四国労働金庫須崎支店2階　定員：21名
　安芸地区 2024年1月30日（火）午前10時～
 会場：四国労働金庫安芸支店2階　定員：21名
　南国地区 2024年1月31日（水）午前10時～
 会場：四国労働金庫南国支店2階　定員：21名
　高知地区 2024年2月1日（木）・2月2日（金）午前9時～
 会場：高知会館3階「飛鳥」　定員：54名（両日とも）
2.申 込 先
　高知県労福協：088－824－3583 または 088－824－5533
3. 受付期間
　2024年1月9日（火）～1月12日（金）　午前9時～午後5時まで
4.そ の 他
　■受付開始直後は、電話が集中し繋がらない場合があります。
　■受付期間中でも定員になり次第、予告なく受付を終了させていただきます。
　■譲渡所得・事業所得についての申告はお取り扱いしておりませんので、当日お断るする場合があります。
　■当日は、完全予約制です。予約時間より早く来られた際は、入場制限を設ける場合がありますので、
　　ご了承ください。

日 時　2024年1月20日（土）14：00～16：00（13：30受付）
講 師　さんすい防災研究所　山﨑 水紀夫 氏


